








































活性振動モー ドの既約表現が,Alg十 Blg+2B2g+3Egであることを求めたo これら
による散乱スペクトルがそれぞれの偏光特性で観測された｡それらのモードと振動数の同











酸化物超伝導体 Lil+xTi2+304は0≦ x≦ 1/3でスピネル構造をとり,組成を変化させる
事により3 -0.15で金属一絶縁体遷移を起こす事が知られている｡ また,その金属相(0≦x
<0.15)ではT｡ -12Kの超伝導転移をも示す｡この金属相における抵抗率は∬-0とx-0･1
とで2桁以上の差があるが,このときのTcはあまり変化せず,その電子状態に興味が持たれ
る｡
そこでLil+xTi2_x04の金属相における電子スピン系の動的性質を調べる為に核スピン-
格子緩和時間自動測定装置を製作して 71Ji核のNMRの実験を行い,次の結果を得た｡
(1)71｣iNMRの信号強度が, xの増加にしたがって減少している｡
LiTi20｡では,全てのLiは四面体サイ トを占めるが, xキ0ではそれ以外に八面体サイ
トのTiとランダムに置換されたLiがある｡観測された強度の減少は,八面体サイトに入
ったLiにより周囲のTiが局在モーメンを持ち, その速い緩和によってさらにその周辺
の.Liが観測されなくなる為であると考えられる｡
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